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1 はじめに 
 高齢者の運動習慣と健康寿命に関連性がある

ことは, 今まで多くの疫学的調査・研究等によっ

て報告されてきている. 例えば, 要介護・要支援

の要因として, 運動器の障害が最も大きい割合を

占めていることが報告されている[1]. このこと

から, 高齢者の健康寿命延伸のためには, 激しい

運動よりは，高齢者でも容易に取り組める，ウ

ォーキング, ジョギング, 体操等の軽い運動(軽

運動)が効果的であることが言える. また,様々な

社会参加のうち, スポーツグループへの参加は最

も要介護状態になりにくいということも示され

ている[2]. 

 しかし, これらの疫学的調査の結果は, アンケ

ート等による定性的な調査に基づく評価が主と

なっており,正確性，網羅性，継続性の観点から

課題があった．従って，運動の様子の自動計測

による定量的な調査結果に基づく評価によって, 

詳細かつ正確に運動習慣と健康寿命の関係性を

見出す必要性がある.  

近年の IoT 技術の進展により, 様々な身体活動

を認識し, そのフィードバックによって適切な動

作を促すシステム等の開発が進んでいるが, 高齢

者の軽運動認識のための認識システムについて

は未だ未整備となっているのが現状である.   

 そこで, 本研究では, 高齢者の健康寿命延伸の

ための軽運動活動の認識を目的とし，この目的

に適したセンサーおよびシステムを開発する．

具体的には，以下の 2点について提案を行う 

1.センサーとして, 本研究室で開発中の小型行

動認識センサーを用いたシステムの構成 

2.機械学習を用いた軽運動活動認識のためア

ルゴリズム 

本発表では, システム全体の設計, および軽活

動認識のための機械学習アルゴリズムの検討に

ついて述べる.  

2 関連研究と課題 
2.1 軽運動活動認識における機械学習アルゴリ 

ズムの比較[3] 

 モバイル機器の高度化に伴い, スマートフォン

内部に, GPS, 音声, 加速度などといった多種多

様なセンサーが搭載されるようになった. この研

究では, これらのうち, 加速度センサーを用いて, 

ユーザーの身体活動認識を実現するシステムに

ついて述べている. 29 人のユーザーから, ウォー

キング・ジョギング・階段昇降・座る・立つと

いった 6つの行動の学習データを収集し, それら

を用いて, J48・ロジスティック回帰・多層パー

セプトロンの 3 種類のアルゴリズムの性能比較を

行い, 以下のような結果を得ている.  

 

表１ 各学習アルゴリズムの分類精度[3] 

 
 

2.2 関連研究の課題 

 関連研究では, データの収集と機械学習アルゴ

リズムの比較にとどまっており, 具体的なシステ

ムの設計等については言及がなされていない. ま

た, 比較に使用したアルゴリズムが 3 種類のみの

ため, 新たなアルゴリズムについても同様の比較

を行い, 最適なアルゴリズムを検討する必要性が

ある. 

 

3 提案 
 2 で言及した, 具体的なシステムの実装のため, 

次の 2点について提案を行う.  

 

1.センサーとして, 本研究室で開発中の小型行

動認識センサーを用いたシステムの構成 
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2.機械学習を用いた軽運動活動認識のための

アルゴリズム 

 

以下では, それぞれの提案について述べる.  

3.1 小型行動認識センサーを用いたシステムの 

構成 

 本研究では, 本研究室で開発を進めている小型

の行動認識センサーをデバイスとして用いる. こ

のセンサーは, 小型・低消費電力が特徴となって

おり, 高齢者の運動習慣と健康寿命の関係性を見

出すための長時間のデータ収集が可能となって

いる.  

 以下の図は, このセンサーを用いた提案システ

ムの構成図である. まず, 各利用者の付近に LPWA

のアクセスポイントを配置し, 各利用者のデバイ

スからセンサーデータをリアルタイムで収集可

能とする. 収集したデータはデータセンターへ収

集され, サーバーへと送信される. サーバーには

あらかじめ学習済みの機械学習モデルを用意し, 

データを元に各利用者の行動を推定した上で, 管

理者へと推定結果を提示する.  

 
図１  提案システムの構成図 

 

3.2 機械学習用いた軽運動活動のためのアルゴ 

リズム 

 既存研究より, 初期段階の実装では J48, ロジ

スティック回帰, 多層パーセプトロンのいずれか

の適用を検討している. システムの実装とともに, 

さらなる機械学習アルゴリズムについても性能

比較を行い, より本システムに適した機械学習ア

ルゴリズムがないかについて検討を行っていく.  

 

4 実験と結果 
 

4.1 既存データセットを用いた機械学習アルゴ 

リズムの性能比較 

 まず , 既存のデータセットである WISDM 

Activity Prediction dataset[4], および機械学

習ツール WEKA[5]を用いて, 関連研究と同様の機

械学習アルゴリズムの性能比較を行なった. 表 2

にその結果を示す. データセットの更新の影響で, 

多少の変化はあったが, おおよそ既存研究と同様

の結果が得られており，機械学習アルゴリズム

が効果的であることが示された.  

表２  実験における各機械学習 

アルゴリズムの分類精度 

 
 

4.2 既存データセットとセンサーから得た実デ 

ータを用いた性能比較 

 次に, 既存データセットを用いて得られた機械

学習モデルに対し, 本研究室で試作した小型行動

認識センサーを用いて得られた実データを適用

した際の分類性能について検証を行なった. アル

ゴリズム, 分類するクラスによって差はあったが, 

ジョギングを除くほぼ全てのクラスで性能の低

下が見られた.  

 

5  今後の展望 
 実験結果から, 新たな学習データを収集し, 機

械学習モデルを再構成する必要性があることが

分かった．今後は, スポーツジム等の協力のもと, 

学習用のデータの収集を進め, 機械学習モデルの

性能向上をはかる. また, システムの実装, セン

サーの量産を進め, 提案システムの実現を目指す.  
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